
 

令和元年度 第３回 特別区長会調査研究機構理事会 日程 
 

(日時) 令 和 元 年 ９ 月 1 3 日 ( 金 )  役 員 会 終 了 後 

(場所) 東 京 区 政 会 館  1 9 階  1 9 2 会 議 室 

 
 
 
 
１ 令和２年度新規研究テーマについて (機構事務局長) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 調査研究事業の進捗状況について (機構事務局長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後のスケジュールについて (機構事務局長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

令和２年度新規調査研究テーマについて 

 区名 テーマ名・研究のねらい 

１ 千代田 

特別区における職場学習の現状と効果的な学習支援の
あり方 
 
変化の激しい社会情勢に対応し質の高い行政サービ

スを提供するためには、主体的に行動する人材の育成
が求められる。 
本研究においては、従来の OJT、Off-JT の研修の取

組みでは見落としてしまいがちな「職場における学
習」に着目し、現状の職場学習がどのように行われ機
能しているのか、理論構築を試みる。あわせて、職場
学習を推進するための環境整備や職員の主体的な学習
の支援についても考察する。 

２ 江 東 

特別区におけるごみ減量に向けた取組みの推進と今後
の清掃事業のあり方 
 
特別区は、持続可能な資源循環型地域社会の実現に

向けた政策・施策を展開しているが、ごみ減量は必ず
しも進捗していない。 
 本研究においては、最終処分場の逼迫に対応すべ
く、各区のごみ減量への取組み状況を整理するととも
に、国内外を問わず先進事例の調査を行い、最新技術
等を活用したごみ減量の可能性について探る。 

３ 世田谷 

将来人口推計のあり方 
 
将来人口推計は、国における制度設計や自治体の基

本計画・実施計画策定の基礎的なデータとして、幅広
く活用されている。  
本研究においては、国や東京都及び区独自の人口推

計と実績との比較検証を通して、実務で活用すること
を前提にした人口推計のあり方を検討する。さらに、
公共施設整備にあたり中長期的展望に立った、地区単
位の人口予測が課題となる中、土地利用の変化等の新
たな視点を加え、小地域人口推計の可能性を探る。 

令 和 元 年 ９ 月 １ ３ 日 
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資料１ 



 区名 テーマ名・研究のねらい 

４ 世田谷 

特別区が行うソーシャルビジネス活動支援施策 
～地域課題の現状把握を踏まえて～ 
 

ソーシャルビジネスが、新たな公共の担い手として
期待されて久しいが、効果的な行政の活動支援策は、
方向性・手法をめぐって模索が続いている。 
 本研究においては、特別区間の連携の観点も視野に
入れ、それぞれの地域が抱える課題と地域資源に着目
し、ソーシャルビジネスの可能性を探る。また、ソー
シャルビジネスに取り組む事業者が、その利点を活か
し迅速に地域課題の解決に向けて動き出すために、行
政の果たすべき役割について考察する。 

５ 中 野 

債権管理業務における生活困窮者支援・外国人対応 
 
少子高齢化が進み、歳入減・歳出増が予測される

中、今後の財源確保の方策のひとつとして、公正で効
果的・効率的な債権管理が切実な課題となっている。 
本研究においては、重複債務に着目し、滞納整理に

かかるコスト削減の手法、将来に向けた担税力回復を
目的とする生活再建の手法について探る。あわせて、
収納率低下の要因としてのウェイトが高まりつつある
外国人対応についても、課題の整理と有効な方策につ
いて考察する。 

６ 葛 飾 

地域コミュニティ活性化のためにとりうる方策 
 
特別区は他地域に比して、人口の流動性が高いこと

に加え、今後は労働者の受け入れ等による外国人の増
加も見込まれる。 
 本研究においては、地域コミュニティのあり方や行
政の役割について、区民が生き生きと暮らせる住みよ
いまちづくりを区民と協働して進める観点から、全国
各地の先行事例を参照しつつ整理する。あわせて、年
齢や国籍を問わず、幅広く地域活動・地域コミュニテ
ィに参加できるしくみを考察する。  

 


